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研究成果の概要（和文）： 
  
１２誘導心電図より、標準胸部誘導の一肋間上の誘導上の心電図を数学的演算により導出
するBrugada型心電図診断の補助手法を開発した。主な研究として、導出するアルゴリズム、
コンピュータシミュレーション、臨床データの収集、臨床効果の確認などである。典型的
Brugada型心電図のミュレーションはJ. Electrocardiol.で発表され、この分野で初めてと
思われるので、フロントカバーの表紙に選ばれた。また、東北大学循環器グループにより
実際のBrugada患者の付加誘導のついた心電図を集め、解析は今でも継続している。 

 

 

研究成果の概要（英文）： 

 

A new diagnostic aid of Brugada syndrome using synthesized ECGs on additional leads is 

developed. Major research activities included development of algorithm to synthesize ECGs 

on additional leads one size above standard chest leads from 12-lead ECG, computer 

simulation of Brudaga type electrocardiograms, collection of ECG clinical data, as well as 

investigation of clinical effect of the synthesized ECGs. A paper, Computer Simulation of 

Atypical Brugada Syndrome published in Journal of Electrocardiology reproduced tipical 

and atypical Brudaga type electrocardiogram, which gave most realistic simulation result 

of Brudaga type electrocardiogram. This paper was selected to appear on the front page of 

the issue, giving an evidence of the impact of this study. We recently recorded a number of 

clinical Brudaga type electrocardiograms with both the 12-lead and additional leads ECGs, 

which is quite valuable for clinical study and new results based on these data are expected 

in the near future. 
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１．研究開始当初の背景 

  
Brugada症候群早期発見及びリスク評価のた
め、１２誘導標準心電図の検査の他、高位肋
間心電図の必要性が提案されている。しかし、
臨床上の応用ではかなり困難と思われます。 
 
２．研究の目的 
 

本研究は標準１２誘導心電の測定電位によ
り、高位肋間心電図を心電図の数理的モデル
に基づいて、数学的に導出する方法を開発し、
Brugada 症候群の新しい診断補助法を実現
させる。 

 

３．研究の方法 

 
（１）Brugada型心電図に関する基礎的研究 
Wei-Harumi モデルに基づくコンピュータシ
ミュレーションを行い、Brugada 型心電図の
生成する電気生理学的原理を確認する研究
をした。また、コンピュータシミュレーショ
ン、心電図マッピングによる臨床的検証など
により、Brugada 型心電図の体表面における
誘導部位関連の検討もした。 
（２）臨床データの収集 
12誘導心電図からBrugada型心電図の神殿に
必要な付加誘導の導出のための臨床データ
を東北大をはじめ、4 個の大学から約 200 例
のデータを集めた。これより、日本人を代表
する導出用でデータベースを作成でき、正確
の導出アルゴリズムを実装できるようない
なった。特に最後の年度に、東北大学から新
たに Brugada症候群患者の心電図を取得した。
このような実際の患者の付加誘導を測定さ
れたデータあまりたくさんがないので、意味
の深い結果を得られそうだ。 
（３）臨床データを元に、多変量解析による
導出手法を開発し、臨床データによる導出精
度と導出高位肋間心電図の臨床の有用性を
調べた。 
（４）Brugada型心電図の自動診断 
本邦における Brugada症候群に対する心電図
自動診断基準」に基づき、心電図を用いて
Brugada 症候群自動診断のアルゴリズムを試
みた。従来のアルゴリズムに比べ、J 波の認
識精度を向上し、導出した高位肋間心電図か
ら Brugada心電図も検出できるようになりま
した。 
 
４．研究成果 
 
期間中において、雑誌論文 5編、学会発表 15
件、book chapter3 件のような業績がありま

した。そのほか、導出心電図にかんして、2
回の日循学会でランチョンセミナを行い、臨
床医に好評だった。また、外国からの研究者
にも大変興味を示され、共同研究したいの申
し入れがすでに来ている。 
特に、心電図専門の国際誌 Journal of 
Electrocardiology に発表された「Computer 
Simulation of Atypical Brugada Syndrome」
の論文は心臓モデルを元に典型的と非典型
的 Brugada型心電図を見事にコンピュータシ
ミュレーションにより再建し、今まで一番成
功したモデルと言われている。そのため、本
論文は同号誌の表紙に選ばれた。 
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